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　もじゃこを捕まえるため、漁師たちは荒波
を越えながら沖へ沖へと船を走らせます。命
がけで採捕されたもじゃこは、薄井漁港（写
真）や茅屋漁港に集められ、他の魚と選別し
た後、養殖業者へ引き渡されます。

もじゃこ豊漁



ご
み
処
理
の
現
状

　

平
成
19
年
度
に
町
内
の
各
家
庭

か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
を
合
わ
せ
る

と
１
５
７
８
㌧
。
こ
の
処
理
に
使

わ
れ
た
経
費
は
１
億
１
７
８
７
万

円
で
す
。
こ
の
数
字
は
、
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
が
増
え
た
要
因
は
、
多
様

化
す
る
生
活
様
式
や
生
活
水
準
の

向
上
な
ど
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
住

み
よ
い
ま
ち
を
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
こ
の
ま
ま
ご
み
を
増
や
し
続

け
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

　
「
使
い
捨
て
社
会
」
と
言
わ
れ

た
20
世
紀
に
別
れ
を
告
げ
、
21
世

紀
は
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い

「
循
環
型
社
会
」
を
形
成
す
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

温
暖
化
の
原
因
は
人
間
の
経
済
活
動

　

20
世
紀
の
間
に
、
地
球
の
平
均

気
温
は
０
・
６
℃
上
昇
し
、
平
均

海
面
水
位
は
10
～
20
㌢
上
昇
し
ま

し
た
。
日
本
で
も
、
平
均
気
温
が

１
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
気
温
の
上
昇
に
よ

り
、
大
雨
洪
水
や
干
ば
つ
、
台
風
、

竜
巻
、
氷
河
の
後
退
、
異
常
高
温

に
よ
る
森
林
火
災
な
ど
の
異
常
気

象
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

気
候
が
変
化
し
て
、
生
態
系
等
に

も
影
響
が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

過
去
50
年
間
の
地
球
温
暖
化
の

主
な
原
因
は
人
間
の
経
済
活
動
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
生
じ
る

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
防
ぐ
た
め
、

私
た
ち
は
今
す
ぐ
行
動
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

暖
か
く
な
っ
て
し
ま
う
地
球

　

ご
み
の
増
加
と
と
も
に
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
が
、
地

球
温
暖
化
で
す
。
地
球
温
暖
化

は
、
ご
み
な
ど
を
焼
却
し
た
二
酸

化
炭
素
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
、

地
球
の
外
へ
熱
を
放
射
し
に
く
く

し
て
い
る
の
が
原
因
で
す
。

　

地
球
の
平
均
気
温
を
15
℃
と
、

人
間
を
は
じ
め
生
物
が
生
き
る
の

に
適
し
た
環
境
に
保
っ
て
い
る
の

が
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。
本
来
、

こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
す
ぎ

る
と
、
地
球
は
ど
ん
ど
ん
暖
か
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

↑ 海 面 の 平 均 は、20 世 紀 の
間 に 10 ㌢ か ら 20 ㌢ 上 昇 し
ま し た。 南 太 平 洋 に 浮 か ぶ
珊 瑚 島 ９ つ か ら な る 国、 ツ
バ ル。 そ の 首 都、 フ ナ フ チ
島 で は、 環 礁 の た め 内 陸 か
ら 湧 き 上 が っ た 海 水 に よ り
浸水しています。

↓
大
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
が
、
世
界
各
地
で
増
え
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
近
年
、
集
中
豪
雨
が
相
次
ぎ
、
平
成

18
年
７
月
に
起
き
た
県
北
部
豪
雨
災
害
時
に
は
、住
家
や
道
路
の
浸
水
、土
砂
災
害
な
ど
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

→ 世 界 各 地 で 干 ば つ に よ る
被害がでています。 本町も、
夏 場 は 毎 年 の よ う に 渇 水 対
策 本 部 を 設 置 す る ほ ど の 水
不 足 で、 農 作 物 へ の 影 響 を
受けています。

↑ 20 世紀後半、 地球上の多
く の 氷 河 は 大 幅 に 後 退 し ま
し た。 ア ラ ス カ や カ ナ ダ 西
部 で は、 積 雪 期 間 の 短 縮、
海 氷 の 減 少、 氷 河 や 永 久 凍
土の融解が生じています。 ←近年、 台風や竜巻が異常発生してい

ま す。 日 本 で は 平 成 16 年 夏、 台 風 が
異常に発生、 上陸しました。 本町近辺
でも多くの竜巻が目撃されています。

　

地
球
温
暖
化
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
温
暖
化
は
確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
世
界
の
ど
こ
か
で
で

は
な
く
、
日
本
で
も
温
暖
化
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
や
食
糧
危
機
、
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
子
ど
も
た
ち
（
子
や
孫
）
の
未
来
は
必
ず
悲
惨
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

い
ま
、
温
暖
化
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
現
代
社

会
で
は
、「
ご
み
」
の
処
理

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
ご

み
問
題
」
が
深
刻
化
し
て
い

る
背
景
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
も
と
も
と
自
然
界

に
は
な
か
っ
た
物
が
安
易
に

廃
棄
さ
れ
、
自
然
循
環
の
中

で
対
処
し
き
れ
な
く
な
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ご
み
」
は
な
ぜ
「
ご
み
」

な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問

い
か
け
を
突
き
詰
め
、
考
え

て
い
く
こ
と
は
、「
ご
み
」

を
生
み
出
す
社
会
の
価
値
観

を
問
い
直
し
、
人
と
環
境
と

の
関
わ
り
方
を
問
い
直
す
こ

と
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。

　

そ
こ
で
、「
ご
み
」
が
地

球
に
も
た
ら
す
影
響
を
知

り
、
本
町
で
、
ま
た
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
ご
み
」
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
物
を
示
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
―
。
社
会
や
時
代
、
人
に
よ
っ
て
、
同
じ
物

で
も
「
ご
み
」
と
し
て
捨
て
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
価
値
の
あ
る
物
と
し
て
生
か
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
も
と

も
と
自
然
の
中
で
、
物
が
循
環
し
て
い
る
時
代
や
社
会
で
は
、「
ご
み
問
題
」
は
無
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

みなさん一人ひとりの暮らしが問われています

を子どもたちに残そう
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地
球
環
境
を
守
る
た
め
、
地
球
温
暖
化

物
質
等
の
排
出
抑
制
や
資
源
循
環
型
社
会

の
構
築
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
ご
み
問
題
は
廃
棄
物
の
発

生
を
抑
制
し
、
適
正
に
処
理
、
循
環
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
燃
え
る
ご
み
は
、
阿
久
根
市
の

環
境
セ
ン
タ
ー
で
、
適
切
に
処
理
。
資
源

ご
み
は
、
出
水
市
野
田
町
の
エ
コ
リ
ア
北

薩
で
、
破
砕
機
や
手
選
別
等
に
よ
り
円
滑

に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
焼
却
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

増
加
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
た
め
、
家
庭
ご

み
の
分
け
方
、
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守

り
、
循
環
型
社
会
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
18
日
、
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
エ
コ
リ
ア
北

薩
」
が
落
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
敷
地
２
万
３
３
２
１
平

方
㍍
、
延
べ
床
面
積
３
７
０
３
平
方
㍍

で
、
１
日
の
処
理
能
力
10
㌧
の
不
燃
物
処

理
施
設
と
処
理
能
力
３
㌧
の
資
源
化
処
理

施
設
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
棟
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

資
源
ご
み
処
理
施
設
が
稼
動

ペ ッ ト ボ ト ル は 機 械 で 圧 縮 処
理し、再利用される

↑ ペ ッ ト ボ ト ル は ふ た
を と り、 ラ ベ ル を は が
して、すすぐ

↑ 缶 類 は ア ル ミ と ス
チールに分け、すすぐ。
燃 え な い ご み と し て 出
している人がいる

エコリア北薩のプラットホーム。資源ごみはここで処理機へ投入される

↑ そ の 他 プ ラ ス チ ッ ク
類 は 商 品 を 包 ん で あ っ
た 物 が 対 象。 き れ い に
洗 う。 プ ラ ス チ ッ ク で
も ハ ン ガ ー や フ ォ ー ク
などは燃えるごみ

↑ び ん 類 は 茶 色、 無 色
透 明、 そ の 他 に 分 け て
す す ぎ 蓋 を と る。 ビ ー
ル び ん な ど の 生 き び ん
は廃品回収へ

↑ 布 類 は 古 着 だ け。
洗 っ て 乾 か し、 ま と め
て出す。下着、綿入り、
汚 れ の ひ ど い 物 は 燃 え
るごみ

↑ 紙 類 の 新 聞 紙、 紙
パ ッ ク、 雑 誌 類 は そ れ
ぞ れ 紙 紐 で く く る。 ダ
ン ボ ー ル は ガ ム テ ー プ
や 金 具 を は ず し、 紙 紐
でしばる

　

集
落
の
ご
み
出
し
の
状
況
は
大
分
良

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
。
資
源
ご
み

の
収
集
日
に
は
、
各
収
集
所
で
１
～
３

人
ず
つ
奉
仕
で
立
ち
会
い
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
区
民
へ
の

協
力
だ
け
で
な
く
、「
こ
ん
な
ふ
う
に

出
さ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
ル
ー

ル
を
み
ん
な
で
体
験
し
て
い
る
の
で

す
。
安
易
な
考
え
が
あ
る
と
い
け
ま
せ

ん
。
き
ち
っ
と
し
た
ル
ー
ル
を
知
り
、

意
識
を
改
革
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

蔵之元自治公民館長

田中順一郎さん

　

町
内
で
黒
い
煙
が
あ
が
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
ビ
ニ
ー
ル
等
が

な
く
、
燃
や
し
て
も
あ
ま
り
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
は
化
学

製
品
ば
か
り
で
す
。
地
球
に
影
響
す
る

と
い
う
意
識
が
無
い
の
で
し
ょ
う
。
子

孫
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
み
ん
な
分
か
る

は
ず
で
す
。
地
球
温
暖
化
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
紐ひ
も
と解

い
て
、
理
解
し
て
ほ
し

い
で
す
。
自
覚
を
持
ち
、
し
っ
か
り
認

識
す
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

町衛生自治会連合会長

　上　　　傳さん

←テレビをつけた
まま、 他の用事を
しない

↑ 使 っ て い な い 電 気 製 品 は、
コンセントからプラグを抜く

↑ 車 の 使 用 を 控 え、 近 い
ところはできるだけ歩く

↑ 不 要 な レ ジ 袋 や 包 装 は
断り、マイバッグを持参

↑ 食 事 は 残 さ ず 食 べ る。 残
飯はごみ

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
誰

も
が
意
識
的
に
主
体
的
に
、
そ
の
人
な

り
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

小
さ
な
こ
と
、
些
細
な
こ
と
で
も
み

ん
な
で
取
り
組
め
ば
大
き
な
効
果
と

な
っ
て
現
れ
ま
す
。

　

青
い
地
球
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

残
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
ぜ
ひ
行
動

に
移
し
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
ラ
イ
フ
へ
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

　

私
た
ち
の
生
活
が
ま
わ
り
の
環
境
や

私
た
ち
自
身
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

現
状
を
認
識
し
、
少
し
ず
つ
で
も
何
ら

か
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
け
る
よ
う
な

生
活
ス
タ
イ
ル
を
「
エ
コ
ラ
イ
フ
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
自
体
は
、
そ
の

人
の
状
況
等
に
よ
っ
て
、
他
人
と
比
較

す
る
と
大
き
か
っ
た
り
小
さ
か
っ
た
り

ル
ー
ル
を
知
り
、
意
識
の
改
革
を

地
球
温
暖
化
を
理
解
し
て
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地
区
名

氏　
　

名

地
区
名

氏　
　

名

田
　
尻

林　
　

義
明

桂
　
代

川
田　
　

誠

火
ノ
浦

山
下　

泰
文

三
　
船

山
上　
　

諭

山
門
野
下

増
田　

義
勝

薄
　
井

入
口　

良
美

山
門
野
中

宮
之
原　

誠

白
　
瀬

赤
嵜　

友
春

山
門
野
上

淵
ノ
上
正
二

本
　
浦

橋
元　
　

賢

加
世
堂

古
田　

義
富

葛
　
輪

森
枝　

速
人

川
床
下

田
中　

德
光

片
側

藤
川　

眞
澄

川
床
中

中
納　

武
德

御
所
ノ
浦

坂
口　

澄
夫

川
床
上

酒
本　

照
志

湯
ノ
口

梅
川　
　

辛

小
　
坂

原
口　

哲
彌

幣
　
串

池
田　

卓
男

杉
ノ
段

下
平　

和
昭

平
尾
中
南

松
尾　
　

安

梅
ノ
木
山

石
橋　

勝
志

母
良
木

長
山　

久
義

牧

牧　
　

秀
文

藤
之
元

田
淵　
　

健

市
来
崎

岩
下　

喜
一

萩
之
牟
礼

南
條　

純
則

脇
　
崎

森
山　

健
二

茅
　
屋

宮
瀬　

和
実

塩
　
追

大
迫　

英
二

浜
　
漉

江
口　

良
夫

赤
　
崎

平
　

幹
雄

北
方
崎

山
下　

文
夫

山
　
寺

出
永　

一
文

犬
鹿
倉

小
川　

幸
治

上
　
揚

蒔
元　

秀
士

蔵
之
元

田
中
順
一
郎

野
　
中

飯
尾　

和
裕

小
　
浜

町
口　

孝
治

菅
牟
田

原
田　

民
男

指
　
江

薗
田　

清
澄

山
　
中

山
下　

正
祐

川
　
内

小
川　
　

求

本
　
町

上　
　
　

傳

城
川
内

瀬
ノ
口
良
信

西

中
村　

良
史

唐
　
隈

小
田　

清
光

矢
　
堂

宮
路　

泰
次

広
　
野

川
原　

睦
男

宮
ノ
浦

波
戸　

憲
一

潟

山
下　
　

猛

伊
　
唐

丸
橋　

松
志

汐
　
見

久
保　

賢
一

浦
　
底

浦
底　

信
市

馬
　
込

濵
田　

重
則

福
ノ
浦

浜
口　

健
男

　

平
成
20
年
度
長
島
町
行
政
連
絡
員

会
議
が
４
月
４
日
、
長
島
町
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
は
、
町
内
57
地
区
の

行
政
連
絡
員
が
出
席
。
は
じ
め
に
、

前
年
度
ま
で
北
方
崎
の
行
政
連
絡
員

を
25
年
間
務
め
ら
れ
た
山
下
重
行
さ

ん
に
、
川
添
健
町
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
、
続
い
て
行
政
連
絡
員
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
行
政
の
業
務
内
容
な

ど
に
つ
い
て
担
当
課
長
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住
民
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
１
年
間
活
動

さ
れ
ま
す
。
各
地
区
を
担
当
す
る
行

政
連
絡
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平成 20 年度行政連絡員会議

↑長年活躍された山下さんに感謝状を贈呈

↑昨年度の納税功労者を表彰

　

平
成
19
年
度
の
納
税
功

労
者
表
彰
式
が
４
月
４

日
、
長
島
町
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
29
の

納
税
組
合
長
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
川
添
健
町
長

が
昨
年
末
の
納
期
限
内
に

完
納
し
た
11
組
合
に
「
優

秀
賞
」
を
、
年
度
内
に
完

納
し
た
８
組
合
に
「
優
良

賞
」、
納
税
に
躍
進
的
功

労
の
あ
っ
た
10
組
合
に

「
努
力
賞
」
を
贈
り
、
こ

れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合

と
組
合
長
は
次
の
と
お
り

で
す
。

優
秀
賞

湯
ノ
口
（
梅
川
辛
）
／
市

来
崎
（
岩
下
喜
一
）
／
牧

（
山
下
幸
男
）／
加
世
堂（
加

世
堂
忍
）
／
矢
堂
（
宮
路

泰
次
）
／
川
床
中
（
中
納

武
德
）
／
小
坂
（
上
原
政

成
）／
川
床
下（
石
橋
親
信
）

／
梅
ノ
木
山
（
石
橋
勝
志
）

／
山
門
野
下
（
増
田
義
勝
）

／
杉
ノ
段
（
平
通
清
）

優
良
賞

桂
代
（
川
田
誠
）
／
西
（
中

村
良
史
）
／
川
内
（
中
村

紀
男
）
／
火
ノ
浦
（
山
下

泰
文
）
／
山
門
野
上
（
淵

ノ
上
正
二
）
／
本
町
（
上

傳
）
／
藤
之
元
（
田
淵
健
）

／
蔵
之
元
（
田
中
順
一
郎
）

努
力
賞

川
床
上
（
酒
本
照
志
）
／

山
寺
（
出
永
一
文
）
／
上

揚
（
蒔
元
秀
士
）
／
浦
底

（
浦
底
信
市
）／
福
ノ
浦（
浜

口
健
男
）
／
三
船
（
井
上

博
文
）／
幣
串（
池
田
卓
男
）

／
萩
之
牟
礼
（
南
條
純
則
）

／
指
江
（
薗
田
清
澄
）
／

馬
込
（
濵
田
重
則
）

平成 19 年度納税功労者表彰式

平
尾
診
療
所
に
新
歯
科
医
師
が
着
任

Ｑ
年
齢
は
？

Ａ
34
歳
で
す
。

Ｑ
家
族
構
成
は
？

Ａ
妻
と
２
人
で
、
妻
も
同
業
者
で

す
。

Ｑ
前
任
地
は
？

Ａ
鹿
児
島
大
学
病
院
歯
科
の
口
腔

外
科
で
す
。

Ｑ
長
島
の
印
象
は
？

Ａ
人
が
や
さ
し
く
、
空
気
が
お
い

し
く
て
、
星
空
が
き
れ
い
で
す

ね
。
海
の
幸
、
山
の
幸
も
豊
富
で

す
。
私
は
出
水
市
出
身
で
す
が
、

根
を
は
っ
て
住
ん
で
み
る
と
改
め

て
長
島
の
良
さ
が
分
か
り
ま
し

た
。

Ｑ
趣
味
は
？

Ａ
つ
く
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
て
、

せ
っ
か
く
長
島
に
来
た
の
だ
か
ら

釣
り
を
は
じ
め
た
い
で
す
。
弱
点

は
、
船
酔
い
と
泳
げ
な
い
こ
と
で

す
。

Ｑ
最
後
に
着
任
の
抱
負
を
教
え
て

く
だ
さ
い
？

Ａ
ま
ず
、
基
本
的
な
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
歯
周
病

の
治
療
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
が

夢
。
住
人
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
し
て
い
き
た
い
で
す
。　

４
月
か
ら
、
平
尾
診
療
所
に
新
し
い
歯
科
医
師
が
着
任
し
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

平尾診療所歯科医師

楠元　孝宣
く す 　 も と 　 　 　 　 た か 　 の ぶ

　改正道路交通法により、後部座席のシートベルト着用が義務化さ
れます（平成 20 年６月１日施行）。運転席、助手席はもちろん後部
座席もシートベルト（６歳未満はチャイルドシート）を正しく着用
しましょう。

①自分自身が大きな被害

事故の衝撃により、想像以上の力で
前席シート、 天井、 ドア等に叩きつ
けられ、自ら大きな被害を受けます。

②車外放出の危険

場合によっては、衝突の衝撃により
車のガラスを突き破り、車外に放り
出される可能性があります。車外に
放出されると、アスファルトに身体
を強打したり、後続車両にひかれた
りする危険性もあります。

③前席同乗者への加害

衝突の衝撃で後部座席の乗員が前方
に飛び出すことにより、前席乗員を
シートとエアバックの間で押しつぶ
し、圧迫死させる危険性があります。
前席乗員の頭部の重傷率も格段に高
くなります。

後部座席のあなたが

シートベルトを着用していなかったら・・・

交通事故に遭ったとき、 あなたに襲いかかる

「 自 分 だ け は 大 丈 夫 」「 事 故 に
遭 っ て も、 大 き な ケ ガ は し な
い」などと思っているアナタ？
それは大きな間違いです！

交通事故時の危険
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５ 月は

固定資産税（１期）
国民健康保険税（１期）
介護保険料（１期）

の納付月です。

納期限は６月２日（月）

固定資産税の減免
　町税には減免制度がありま
す。固定資産税の減免の対象
となるのは、生活保護受給者
や公益のため直接占有する固
定資産（自治公民館の敷地を
無 料 で 借 用 し て い る 場 合 ）、
災害などにより著しく価格を
減じた固定資産などです。
　「町 税 減 免 申 請 書」 は、 前
年度申請者および各納税組合
長 さ ん 宛 に 送 付 し ま す の で、
納期限の７日前までに税務課
へ提出してください。

税務相談の事前予約制
　 平 成 20 年 ５ 月 か ら、 各 税
務署において、帳簿書類など
を確認しながらの面接相談が
必要である場合には、十分な
相談時間をもって対応するた
め、担当部門に面接日時を予
約していただくことになりま
した。ご理解とご協力をお願
いします。
　 予 約 の 際 に は、 氏 名（ 名
称）・ 住 所・ 相 談 内 容 な ど を
お伺いします。

【問い合わせ先】
出水税務署　
℡０９９６‐６２‐０２００

回　収　日 時　　　間 場　　　所

６月３日（火） 午前７時～午前 10 時
伊唐大橋手前駐車場

山門野中央集荷所

６月４日（水） 午前７時～午前 10 時
ＪＡ東事業所バレイショ選果場

田尻公民館

６月５日（木） 午前７時～午前 10 時
萩之牟礼ほ場整備地区の空き地

小浜海水浴場駐車場

６月６日（金） 午前７時～午前 10 時
ＪＡ長島事業所バレイショ選果場

汐見漁港物揚げ場

◎
回
収
費
用
は
１
㌔
当
た

り
15
円
で
す
。

◎
梱
包
す
る
と
き
は
、
長

さ
１
ｍ
、
重
さ
10
㌔
程
度

と
し
、
異
物
が
混
じ
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
回
収
費
用
は
、
農
協
口

座
か
ら
引
き
落
し
ま
す
。

農
協
口
座
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
当
日
現
金
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

◎
当
日
が
雨
天
の
場
合

は
、
延
期
し
ま
す
。

◎
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を

運
搬
す
る
際
は
、
運
搬
す

る
車
両
の
両
側
面
に
表
示

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
に
各
地
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
集

ま
り
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ル
カ
体

験
、
世
界
最
大
の
『
美ち
ゅ

ら
海
水
族
館
』

見
学
、
カ
ヌ
ー
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
観
察

な
ど
、
自
然
を
体
験
学
習
し
ま
す
。
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
・
募
集
人
数

小
学
５
年
～
中
学
３
年　

80
人

う
ち
長
島
町
か
ら
２
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

※
現
地
研
修
活
動
、
団
体
生
活
に
支
障

の
な
い
健
康
な
児
童･

生
徒

（
医
師
の
診
断
書
が
必
要
）

参
加
費

５
８
、０
０
０
円
程
度
（
福
岡
空
港
ま

で
の
旅
費
は
含
ま
ず
）

※
福
岡
空
港
ま
で
は
職
員
が
送
迎
し
ま

す
。
福
岡
空
港
ま
で
の
交
通
費
は
個
人

負
担
で
す
が
、
終
了
後
全
額
を
町
が
補

助
し
ま
す
。

宿
泊
先

ホ
テ
ル
マ
リ
ン
ピ
ア
ザ
オ
キ
ナ
ワ

応
募
方
法

申
込
書
を
社
会
教
育
課
へ
提
出

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
２
３
３

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
的

に
企
画
や
運
営
を
す
る
生
涯
学
習

学
級
の
開
設
を
希
望
す
る
団
体･

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　
学
習
内
容
は
、
趣
味
・
教
養
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級

単
位
で
行
う
も
の
で
す
。

学
習
規
模

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
開
設

で
き
る
こ
と

開
設
期
間

平
成
20
年
６
月
１
日
～
平
成
21
年

２
月
末
日

条
件

○
町
内
に
居
住
す
る
成
人
で
、
常

時
10
人
以
上
の
学
級
生
を
確
保
で

き
る
こ
と

○
原
則
と
し
て
、
連
続
し
て
３
年

間
、
生
涯
学
習
学
級
開
設
の
委
託

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

○
代
表
者
が
、
説
明
会
な
ど
町
教

育
委
員
会
が
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
こ
と

○
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

き
る
こ
と

採
択

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
次
の

要
件
を
審
査
の
う
え
、
生
涯
学
習

学
級
と
し
て
採
択
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
他
の
機
関
・
団
体
か
ら
助
成
金

を
得
て
い
な
い
か

○
営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
か

○
町
や
地
域
に
対
す
る
貢
献
度

（
公
益
性
）
の
程
度

申
込
締
切

平
成
20
年
５
月
26
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
２
３
１

募
集
締
切
は
５
月
23
日
必
着

 

平成 20 年８月 18 日（月）～ 22 日（金）　４泊５日

参加者募集

『生涯学習学級』開設団体募集

人
生
を
よ
り
良
く

充
実
し
た
も
の
に

税の時間です

ポリエチレンフィルムの梱包例
①約１ｍ間隔の木杭にポリエチ
レンフィルムを巻きつける。

②３カ所を結束する。
　（１梱包 10 ㎏程度）

肥料袋の梱包例
①同じ種類の袋を２つ折りにして重ね合わせる。
②ポリひもで十文字に結束する。

　

使
用
済
み
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
等
は
産

業
廃
棄
物
で
、「
使
っ
た
農
家
自
ら
の
責
任
で
正

し
く
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
業
用
廃
ポ
リ
や
肥
料
袋
、
農
薬
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
を
回
収
し
ま
す
。
回
収

し
た
も
の
は
、
再
生
処
理
工
場
へ
依
頼
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
し
ま
す
。

　

回
収
日
時
お
よ
び
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
農
林
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
１
４
３

農
業
用
廃
ポ
リ
類
を
回
収
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ン
バ
ー

伊
坂
幸
太
郎  
著

凛とした「女性の基礎力」

坂東眞理子  著

俺はどうなってしまった？ 一体何が起こっている？ 首相暗殺
の濡れ衣を着せられた男は、国家的陰謀から逃げ切れるのか。
精緻極まる伏線、忘れがたい会話。伊坂幸太郎のエッセンスを
濃密にちりばめた書き下ろし長編。 

ル
ー
ル
や
誰
か
の
意
見
で
動
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
目

で
世
の
中
を
見
て
判
断
し
、
自
分
で
行
動
す
る
「
見
識
」
を
持
つ

こ
と
。
そ
う
し
た
「
女
性
の
基
礎
力
」
を
養
う
上
で
大
切
な
考
え

方
を
提
示
す
る
。『
楽
し
い
わ
が
家
』連
載
を
ま
と
め
て
単
行
本
化
。

灯
台
の
蘇
鉄
刈
ら
れ
て
夏
め
け
る　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

夏
帽
子
天
孫
の
峰
よ
じ
登
る　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

岬
か
ら
船
を
呼
び
ゐ
る
花
ぐ
も
り　
　
　
　

平
山　

風
鳥

表
具
師
の
糊
の
乾
き
も
若
葉
風　
　
　
　
　

平
山　

勝
子

若
草
に
帽
子
を
お
け
ば
風
孕
む　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

若
草
の
萌
え
て
出
で
湯
の
風
青
き　
　
　
　

関　

佳
代
美

父
の
名
の
一
字
を
も
ら
い
鯉
の
ぼ
り　
　
　

山
嵜
加
代
子

ル
ビ
欲
し
き
名
前
も
有
り
ぬ
鯉
の
ぼ
り　
　

迫
口　

君
代

こ
の
川
を
渡
つ
ち
や
駄
目
と
白
日
傘　
　
　

大
堂　

早
苗

集
落
の
人
ら
集
ひ
て
海
苔
を
と
る

　
　
　

磯
辺
は
春
の
汐
の
香
の
満
つ　
　
　

浜
田
美
代
子

ゆ
く
り
な
く
島
の
上
空
め
ぐ
り
居
し

　
　
　

幾
百
の
鶴
鳴
き
な
が
ら
消
ゆ　
　
　

浜
畑　

松
枝

満
開
の
桜
の
下
に
残
さ
る
る

　
　
　

特
攻
隊
の
プ
ロ
ペ
ラ
悲
し　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

春
日
差
す
庭
の
巡
り
に
山
椒
は

　
　

芽
生
へ
し
ば
か
り
摘
め
ば
香
の
た
つ　

本
田　

幸
子

ぬ
る
ぬ
る
の
海
苔
を
屈
み
て
手
摘
み
す
る

　
　
　

暖
冬
ゆ
え
か
な
べ
て
短
し　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

転
勤
の
命
を
受
け
た
る
親
友
は

　
　
　

陽
だ
ま
り
に
黙も

だ

し
書
類
整
理
す　
　

松
元　

睦
子

花
ふ
ぶ
き
車
輪
に
巻
か
れ
ま
ろ
び
ゆ
く

　
　
　

後
追
ふ
我
に
命
伝
へ
て　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

北
風
に
荒
る
る
波
音
聞
こ
へ
き
て

　
　
　

雲
の
切
れ
間
に
満
月
冴
ゆ
る　
　
　

岩
下　

ち
江

岸
の
辺
に
住
み
ゐ
て
釣
り
得
ぬ
我
の
た
め

　
　
　

磯
釣
り
の
鯵
を
友
ら
分
け
ゆ
く　
　

岩
下　

房
代

其
の
無
事
は
密
か
に
嬉
し
わ
が
庭
に

　
　
　

雉き

じ子
の
鳴
声
今
年
も
聞
け
り　
　
　

岩
冨
八
代
子

窓
を
打
つ
雨
音
に
和
し
籠
で
鳴
く

　
　
　

憂
ひ
含
み
の
鴬
の
声　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

十
余
基
の
風
車
は
な
べ
て
西
を
向
き

　
　
　

萌も
え
ぎ黄

の
丘
に
舞
ふ
ご
と
回
る　
　
　

米
尾　

和
子

満
開
の
桜
う
ぐ
い
す
の
囀

さ
え
ず
り
も

　
　
　

我
に
は
空
し
夫
亡
き
今
は　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

短
歌

朝
起
き
て
海
を
な
が
め
る
静
け
さ
よ

　
　
　

船
か
走
る
よ
魚
釣
り
か
な　
　
　
　

町
田　

末
則

俳
句

そ
こ
そ
こ
の
人
生
三
時
の
蓬

よ
も
ぎ

餅　
　
　
　
　

川
添　

行
秋

谷や

と戸
の
寺
ぬ
れ
縁
借
り
し
花
見
哉か

な　
　
　
　

笹
元　

政
美

町
長
動
静
　
４
月

２
日　

東
町
産
業
開
発
株
式
会
社
臨
時
総
会
（
町
内
）

４
日　

長
島
町
行
政
連
絡
員
会
議
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

納
税
功
労
者
表
彰
式
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

７
日　

交
通
安
全
ア
オ
サ
作
戦
（
赤
崎
）

　
　
　

交
通
安
全
協
会
東
支
部
総
会
（
町
内
）

８
日　

青
年
海
外
協
力
隊
応
募
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
長
島
町
役
場
）

９
日　

県
庁
等
あ
い
さ
つ
回
り
（
鹿
児
島
市
）

10
日　

長
島
町
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
総
会
（
町
内
）

　
　
　

教
育
関
係
者
等
合
同
歓
迎
会
（
町
内
）

11
日　

転
入
学
校
職
員
宣
誓
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

15
日　

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
監
査
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　

担
い
手
育
成
協
議
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

17
日　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
全
国
協
議
会
緊
急
全
国
大
会

（
東
京
都
）

18
日　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
エ
コ
リ
ア
北
薩
」
落
成
式

（
出
水
市
）

　
　
　

長
島
町
民
生
委
員
協
議
会
定
例
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

鷹
巣
駐
在
所
落
成
式
（
鷹
巣
駐
在
所
）

　
　
　

東
京
牛
深
会
歓
迎
式
（
町
内
）

23
日　
「
人
権
の
花
」
運
動
開
会
式
（
川
床
小
学
校
）

23
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
阿
久
根
市
）

24
日　

川
床
梅
ノ
木
山
線
開
通
式
（
川
床
）

　
　
　

１
０
０
歳
の
お
祝
い
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桃
源
郷
）

25
日　

県
政
説
明
会
（
県
庁
）

26
日　

長
島
黒
之
瀬
戸
風
力
発
電
建
設
安
全
祈
願
祭
（
馬
込
）

28
日　

退
職
公
務
員
東
町
分
会
総
会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

○
水
質
検
査
結
果
の
閲
覧

　

水
道
水
の
水
質
検
査
は
、
法
令

等
で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
基
づ
い

た
検
査
項
目
や
検
査
頻
度
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
水
道

水
の
水
質
検
査
な
ど
は
、
役
場
水

道
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ま
で
に
行
っ
た
水

質
検
査
の
結
果
は
、
す
べ
て
水
質

基
準
に
適
合
し
て
お
り
、
飲
用
水

と
し
て
十
分
な
安
全
性
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

○
水
道
使
用
料
徴
収
員

　

町
内
の
水
道
使
用
料
を
集
金
す

る
平
成
20
年
度
水
道
使
用
料
徴
収

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
徴
収
員
が

訪
問
し
た
際
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
な

集
金
が
で
き
ま
す
よ
う
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

水
道
使
用
料
徴
収
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
水
道
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
１
３
１
・
１
２
６
４

地
　
　
区
　
　
名

氏
　
　
名

田
尻
・
火
ノ
浦

瀨
戸
　
繁
盛

山
門
野
下
・
山
門
野
中
・
山
門
野
上

玉
置
ヨ
シ
ヱ

加
世
堂

浦
　
ひ
ろ
え

川
床
下
・
川
床
中
・
川
床
上
・
小
坂
・
杉
ノ
段

田
淵
　
鈴
子

梅
ノ
木
山
・
牧
・
市
来
崎

山
下
　
幸
男

脇
崎

森
山
　
健
二

塩
追

大
迫
　
英
二

赤
崎

小

　
一
志

山
寺
・
上
揚
・
山
中
・
団
地
・
本
町
・
西
・
矢
堂

山
野
　
勝
美

野
中
・
菅
牟
田
・
宮
ノ
浦

清
　
　
弘
子

伊
唐

冷
水
　
澄
夫

浦
底
・
福
ノ
浦
・
桂
代
・
三
船

小
田
　
節
子

薄
井

山
下
　
　
忍

白
瀬
・
本
浦
・
葛
輪

橋
元
代
津
美

片
側
・
黒
崎

岩
下
　
千
春

御
所
ノ
浦

須
嵜
サ
チ
エ

幣
串
・
柏
栗
・
立
石
・
平
河
内

小
林
　
和
美

湯
ノ
口

梅
川
　
　
辛

平
尾
中
南
・
母
良
木

小
林
　
信
正

口
之
福
浦

大
堂
　
　
均

茅
屋

宮
瀬
　
和
実

北
方
崎

山
下
　
文
夫

犬
鹿
倉

小
川
　
幸
治

蔵
之
元

清
水
カ
ツ
ミ

小
浜

山
中
　
秀
紀

指
江
・
川
内
・
城
川
内

竹
山
　
幸
三

唐
隈

小
田
　
清
光

汐
見

久
保
　
賢
一

『水』は限りある資源です
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INFORMATION

 

行
政
相
談
所
を
開
設

 

全
国
一
斉

　

特
設
人
権
相
談
実
施

 
小
型
船
舶
免
許

　
　

更
新
・
失
効
講
習

 

自
治
公
民
館
対
抗

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
日
程

 

自
衛
官
の
募
集

　

本
町
で
は
、
行
政
相
談
委
員
が

国
の
仕
事
に
つ
い
て
疑
問
や
要
望

な
ど
、
自
宅
や
電
話
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

本
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

が
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

○
指
江
会
場

平
成
20
年
５
月
19
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

役
場
指
江
庁
舎　

会
議
室

行
政
相
談
委
員　

池
田
尚
正
氏

○
鷹
巣
会
場

平
成
20
年
５
月
21
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
午
前
12
時

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

教
育
相
談
室

行
政
相
談
委
員　

村
尾
美
代
子
氏

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時

平
成
20
年
６
月
２
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

長
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

山
本
定
満
氏
（
城
川
内
）・
町
口

昭
弘
氏
（
小
浜
）・
長
山
久
義
氏

（
母
良
木
）・
餅
原
美
榮
子
氏
（
川

床
中
）・
浦
底
和
男
氏
（
浦
底
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

℡
０
９
９
６
‐
２
２
‐
２
３
０
０

　

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効
講

習
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
期
日

平
成
20
年
６
月
14
日
（
土
）

○
時
間

受
付　

午
後
１
時
30
分
～

講
習　

午
後
２
時
～

○
場
所

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
対
象

有
効
期
限
が
１
年
以
内
に
切
れ
る

免
許
証
お
よ
び
失
効
し
て
い
る
免

許
証

○
当
日
持
参

海
技
免
状
・
住
民
票
（
本
籍
記
載

の
も
の
）・
料
金

○
料
金

更
新　

９
０
０
０
円

失
効　

１
万
５
０
０
０
円

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

入
枝
海
事
事
務
所

℡
０
９
９
‐
２
８
１
‐
７
７
５
３

　

長
島
町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議

会
で
は
、
平
成
20
年
度
の
自
治
公

民
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
次
の

と
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
選
手

と
し
て
、
応
援
者
と
し
て
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

６
月
３
日
～
８
日

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

８
月
25
日
～
30
日

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

９
月
10
日
～
19
日

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

10
月
26
日

※
日
程
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
２
３
３

　

自
衛
官
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
衛
官
と
い
う
仕
事
に
つ
き

た
い
と
考
て
い
る
方
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
種
目

２
等
陸
・
海
・
空
士

○
受
付
期
間

平
成
20
年
６
月
９
日
ま
で

○
試
験
日

平
成
20
年
６
月
21
日
（
土
）

予
備
日　

６
月
22
日
（
日
）

○
受
験
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
２
１
９

　

町
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太

陽
の
里
を
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
運
営
す
る
企
業
・
団
体
を
募
集

し
ま
す
。
指
定
管
理
者
制
度
は
、

民
間
の
知
恵
や
活
力
で
、
よ
り
一

層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　

管
理
・
運
営
の
対
象
施
設
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
太
陽
の
里
本
館

②
長
期
滞
在
施
設
（
太
陽
の
里
新
館
）

③
総
合
交
流
促
進
施
設

（
温
泉
セ
ン
タ
ー
東
泉
望
）

④
鷹
巣
城

◎
太
陽
の
里
本
館
に
は
、
貸
し
別

荘
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
施
設
に
係
る
、
土
地
・
駐
車

場
・
全
て
の
機
械
装
置
等
の
設
備

お
よ
び
備
品
・
自
動
車
・
食
器
調

理
器
具
・
寝
具
等
一
式
が
含
ま
れ

ま
す
。

　

レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の
里

は
、
旅
館
業
法
に
基
づ
く
旅
館

業
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
飲
食

店
営
業
、
温
泉
法
に
基
づ
く
温
泉

の
公
共
的
利
用
及
び
公
衆
浴
場
法

に
基
づ
く
一
般
公
衆
浴
場
と
し
て

町
内
外
の
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ

て
い
る
施
設
で
す
。

　

観
光
客
の
誘
致
や
都
市
住
民
と

の
交
流
促
進
、
特
産
品
の
販
売
お

よ
び
地
域
食
材
の
供
給
、
農
村
漁

家
の
所
得
向
上
お
よ
び
活
性
化
を

目
的
と
し
た
施
設
で
あ
り
、
目
的

と
異
な
る
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

指
定
管
理
者
に
な
っ
て
、
レ

ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の
里
の
管
理

運
営
を
希
望
さ
れ
る
企
業
や
団
体

は
、
平
成
20
年
９
月
30
日
ま
で
に

役
場
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
管
理
者
に
個
人
が

な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
、
企
業
や
団
体
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◇
提
出
書
類

①
指
定
管
理
者
の
指
定
申
請
書

②
管
理
業
務
の
計
画
書

③
申
請
者
の
経
営
状
況
を
証
明
す

る
書
類

○
三
年
間
の
業
務
実
績

○
旅
館
業
、
飲
食
店
等
の
経
営　

経
験
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
営
業

実
績

④
管
理
に
係
る
収
支
計
画
書

⑤
申
請
者
の
人
的
能
力
を
説
明
す

る
書
類

⑥
定
款
、
寄
附
行
為
、
規
約
ま
た

は
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
類

⑦
法
人
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
人

の
登
記
簿
謄
本

⑧
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る

書
類

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
水
産
商
工
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
３
６
３
・
１
３
６
５

　

長
島
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
（
株
）
が
、

長
島
本
島
中
央
部
の
丘
陵
地
帯
に

建
設
を
進
め
て
い
る
21
基
の
巨
大

風
車
が
、
い
よ
い
よ
本
年
の
10
月

か
ら
稼
動
し
ま
す
。
さ
ら
に
長
島

黒
ノ
瀬
戸
風
力
発
電
（
株
）
が
12

月
の
稼
動
を
目
指
し
下
山
門
野
に

風
車
１
基
を
建
設
中
で
す
。

　

町
内
に
は
、
既
に
４
基
の
風
車

が
稼
動
し
て
お
り
、
合
計
26
基
の

風
車
で
発
電
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

町
で
は
、
風
車
の
あ
る
景
観
を

生
か
し
て
公
園
を
整
備
し
、
町
外

か
ら
の
観
光
客
誘
致
や
交
流
人
口

の
増
加
を
図
り
た
い
と
考
え
、
公

園
に
適
し
た
場
所
の
選
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

公
園
の
場
所
に
関
し
て
、
良
い

ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
は
、
役

場
ま
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
水
産
商
工
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
３
６
３
・
１
３
６
４
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

球にやさしいエコのまちへ地 風力発電施設建設安全祈願祭

島の海の風物詩
ブリの稚魚もじゃこ漁

惚
ぼ

れを心に刻み活躍を３ 平成 20 年度転入学校職員宣誓式

　風力発電施設の建設が進められている本町に、さら
に１基の風車が設置されることになり、４月 26 日、
馬込の建設現場で安全祈願祭が行われました。
　事業主は長島黒ノ瀬戸風力発電株式会社で、本年
12 月の発電開始を目指します。式典では、施工業者
や住民らが玉串を捧げて工事の無事を祈りました。
　風車は直径が 82 ㍍、最高到達点が 121 ㍍、出力は
1,980 ㌔㍗で、約 1,100 世帯の電力使用量に相当しま
す。この施設が完成すると、本町の丘陵地帯には 26
基の巨大風車が勇壮にたち並びます。

　春はブリの子どもの漁期です―。全国有数
の養殖ブリ産地である本町。このブリの稚魚
であるもじゃこ漁が４月 12 日から 29 日ま
で行われました。
　もじゃこ漁には、東町漁業協同組合所属の
30 隻と北さつま漁業協同組合長島支所所属
の７隻が出航しました。東町漁協によると、
今年の魚体は大き目で、比較的近海で捕れた
そうです。
　採捕されたもじゃこは生

い け す

簀に入れられ、漁
協職員らによりアジやメバルなど他の魚と選
別され、町内の養殖業者へ引き取られていき
ました。
　現在、数センチほどのもじゃこたちは、2
年以上の歳月を経て、３㌔から 10 ㌔のブリ
へと成長し、全国各地へ出荷されます。

　町内の小・中学校に今春転入した学校職員の宣誓式
が４月 11 日、長島町文化ホールでありました。
　式では、中橋藤七教育長が「ようこそ長島へ、心か
ら歓迎します。地域、子ども、自身の配偶者の３つに
惚れて、子どもたちのために活躍してほしい」と歓迎。
転入学校職員を代表して川床小の日髙敬二教諭が「教
育公務員の職務とその責任の特殊性を深く自覚し、誠
実かつ公正に職務を執行することを誓います」と力強
く宣誓しました。
　転入された先生方には、長島の風土になじみ、子ど
もたちへの熱血指導を期待したいものです。

↑もじゃこと他の魚を選別する漁協職員ら

↓施工業者が杭を打ち込み、発電施設の建設がスタート

↑本町の学校に今春赴任された先生方 52 人が勢ぞろい

長

故撲滅にアオサが一役
交通安全キャンペーン

き替え方法を伝承葺 水天宮の屋根替え作業

だまだ元気で郷土を見守るま 桃源郷で春生まれの誕生会

事

↑ 100 歳を迎えられ
た栁さんに、川添健町
長からお祝いが手渡さ
れる。

←鯉のぼりや地域のダ
ンスグループらも入所
者の誕生日を祝福。

　春の交通安全運動期間中の４月７日、赤崎橋パーキ
ングパークで交通安全キャンペーン（アオサ作戦）が
展開されました。
　同日は、阿久根地区交通安全協会東支部や鹿児島相
互信用金庫長島支店の職員らが、通りかかる車両のド
ライバーに特産のアオサや交通安全チラシ等を配布
し、正しい交通マナーの普及を呼びかけました。

　 大字浦底にあった旧浦塩屋集落地区では４月６日、
同地区にある水天宮の屋根かえが行われました。
　この水天宮は、100 年以上前に造られたものとされ、
毎年この時期にわら葺

ぶき

の屋根を取り替えています。金
物を使えないなど、葺き替え方法は伝承されています。
　水天宮は水の神様で、赤ちゃんが生まれたら水難事
故に遭わないようにお参りに来る人も多いそうです。

　特別養護老人ホーム桃源郷では４月 24 日、
３月、４月生まれの入所者の誕生会を開きま
した。
　誕生会の主人公は 25 人。なんと入所者の
約半数が春に誕生日を迎えられ、歌や踊りで
祝福されました。
　なかでも入所者の最年長、平尾中南出身の
栁ハヤノさんは、明治 41 年４月生まれで今
年 100 歳を迎えられました。
　栁さんには、町から「さらに長寿を重ねら
れ、躍動する郷土をお見守りください」など
と書かれたお祝い状と記念品が贈られまし
た。お祝いを受け取った栁さんは「ありがと
うございます」と張りのある声で感謝の言葉
を述べられました。

↓交通事故の無い社会を目指し、キャンペーンを展開

↑釘などを使わずにわら葺屋根を造り替え
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

撲、踊りで春満喫相 恒例の獅子島招魂祭

年より１週間早いピーク
赤土バレイショ出荷追い込み

たわり、思いやりの心育むい 「人権の花」運動開会式

　初夏を感じさせる好天に恵まれた４月 20 日、恒例
の獅子島招魂祭が開かれました。
　七郎山山頂（393 ㍍）にある招魂墓地では、戦没者
の労苦をしのび、近くの山頂広場では、相撲や踊りが
披露されました。
　島民らはビニールシートに弁当や飲み物を広げ、家
族でちびっ子たちの相撲を観戦。必死に頑張る子ども
の姿や珍取組に、声援を送りました。
　島内の小・中学生の踊りもあり、会場を大いに盛り
上げ、賑やかな１日となりました。

　かごしまブランド作物に指定されている
「赤土バレイショ」の春物の出荷が４月下旬、

追い込みを迎えました。
　町内に２カ所ある鹿児島いずみ農業協同組
合の選果場では、連日生産者や運送業者がト
ラックいっぱいに積み込んだバレイショを運
び込み、大きさ別に選別された後、全国各地
に向けて出荷されていました。
　同組合によると、今年は大きさ、品質とも
に例年並みで、収穫は５月末まで続く予定。
２月の低温の影響はあったものの、例年ゴー
ルデンウィークに迎えるピークが１週間程早
かったとのことです。
　長島特有の粘土質の赤土で育ったバレイ
ショは、実の締りがよく、全国で好まれてい
ます。

　人権の花を協力して育てることで、やさしさや思い
やりの心を育んでもらおうという「人権の花」運動の
開会式が川床小学校でありました。
　この運動は、鹿児島地方法務局と県人権擁護委員会
連合会が昭和 60 年から実施しているもので、本年度
は同校も取り組むことになりました。
　式では、餅原美榮子人権擁護委員から児童にひまわ
りの種が贈られ、児童を代表して花原久君（６年）が「運
動を通して、やさしく、楽しく過ごせる学校をみんな
で作りたいです」と決意を述べました。

↑平尾の赤土で育ったバレイショ。「ホクホクしておいしいですよ」

↓島の将来を担うちびっ子たちが、熱戦を繰り広げた相撲大会

↑人権擁護委員から児童にひまわりの種が贈られる

例

上国で技術を生かしませんか
青年海外協力隊応募促進キャンペーン

内で身を守り大きく育って湾 ボランティアでヒラメの稚魚を放流

だわりの石積み道路完成こ 町道川床梅ノ木山線開通式

途

↑幼稚園児や地元住民
らが参加して、真新し
い道路を通り初め。

←参加者が沿道に花桃
や枝垂梅、桜などを植
樹。幼稚園児もスコッ
プを抱えて土入れ。

　青年海外協力隊応募支援キャラバン隊が４月８日、
本町を表敬訪問しました。
　キャラバン隊は、開発途上国で農業や医療などの技
術を伝える活動を展開している青年海外協力隊への参
加者を募ろうと、地球柄ワゴン車を用いて全国でＰＲ。
本町でも役場町長室を訪れ、国際貢献の大切さや隊員
募集を呼びかけました。

　加世堂湾で４月 14 日、同地区にある㈱浜畑組が体
長 10 ㌢、4,000 尾のヒラメの稚魚を放流しました。
　稚魚は、火ノ浦でヒラメの養殖をしている大和水産
( 有 ) が提供したもので、漁船で同湾まで運び浜畑組
の職員らがバケツで放流しました。
　放流に参加した職員らは「湾内は外敵から身を守れ
るのでは。今年だけでなく、子どもたちの協力を得な
がら継続していきたいです」と話しました。

　平成 16 年５月から道路改良工事を進めて
きた町道川床梅ノ木山線が本年３月に完成
し、４月 24 日、開通式がありました。
　幅員が狭く、急カーブが多かったこの路線
は、地元住民から改良が切望されていました。
この道路の改良工事は景観に配慮するため、
のり面に自然石を利用して進められ、長島ら
しい美しい道路となりました。
　式典では、川添健町長が「石積み工法を採
用したことで管理の省力化が図れます。心の
癒しが望まれる時代に、新しい長島を先導す
る役割を担ってくれるでしょう」とあいさつ。
テープカットや植樹をした後、約 130 人が
通り初めをして、開通を喜びました。
　石積み工法はコンクリートブロックの６、
７割程度、除草など手間が省けることで高齢
化社会へ優しいなどの利点があります。

↓青年海外協力隊を地球柄のワゴン車で広報啓発

↑２社が協力してヒラメの稚魚を放流
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（　）内は前月比

人　口　  11,907( +15)
男　性　　5,731(   +6)
女　性　　6,176(   +9)
世　帯　　4,383( +34)

平成 20 年 4 月 30 日現在

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
編
集
後
記

▽
花
の
見
ご
ろ
っ
て
い
つ
ご
ろ

で
し
ょ
う
か
？
景
観
条
例
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
、
花
の
撮
影
を

す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
春

を
迎
え
て
町
内
を
ド
ラ
イ
ブ
し

て
い
る
と
、「
き
れ
い
だ
な
」

と
花
壇
や
樹
木
に
目
を
引
か
れ

ま
す
。
そ
の
と
き
は
カ
メ
ラ
が

無
か
っ
た
り
、
逆
光
だ
っ
た
り

し
て
撮
影
を
断
念
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
す
。
数
日
後
、
こ

ろ
あ
い
を
見
は
か
ら
っ
て
撮
影

に
行
く
と
、
既
に
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
て
い
る
の
で
す
。
や
は
り
花

の
見
ご
ろ
は
、「
き
れ
い
だ
」

と
気
づ
い
た
瞬
間
な
の
で
す

ね
。（
濱
口
）

　
「
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
２

月
に
９
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
の
苗
を
植
栽

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
苗

は
、
４
月
に
入
り
町
内
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
淡
い
ピ
ン
ク
の
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
個
人

で
管
理
さ
れ
て
い
る
花
壇
等
で

も
、
大
き
く
成
長
し
た
フ
ク
ロ
ナ

デ
シ
コ
が
満
開
で
す
。
５
月
中
旬

ご
ろ
ま
で
楽
し
め
ま
す
の
で
、
か

わ
い
ら
し
い
花
を
満
喫
し
て
く
だ

さ
い
。

　

フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
は
繁
殖
力
が

強
く
、
次
の
年
は
こ
ぼ
れ
種
で
発

芽
し
ま
す
。
来
年
も
植
栽
す
る
予

定
で
す
が
、
路
傍
に
咲
い
て
い
る

フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
の
種
子
は
採
取

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
（
国
道
・

県
道
沿
い
の
も
の
。
花
壇
等
の
も

の
は
個
人
や
団
体
で
管
理
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
管
理
者
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
）。
来
年
は
今
年

以
上
に
フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
が
楽
し

め
る
よ
う
、 

個
人
等
で
植
栽
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

す
い
せ
ん
の
管
理

　

昨
年
末
か
ら
３
月
に
か
け
て
楽

し
ま
せ
て
く
れ
た
す
い
せ
ん
は
、

球
根
に
養
分
を
蓄
え
、
来
年
の
準

備
が
終
わ
る
時
期
で
す
。

　

球
根
を
移
植
す
る
場
合
は
、
掘

り
取
っ
て
陰
干
し
し
保
存
し
て
お

く
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
植
栽
す

る
直
前
に
掘
り
取
っ
て
植
栽
し
た

方
が
保
存
す
る
必
要
な
く
、
良
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

彼
岸
花
の
球
根
を
拝
受

　

大
阪
府
の
野
中
良
一
さ
ん
（
唐

隈
出
身
）
か
ら
丁
寧
に
陰
干
し
さ

れ
た
彼
岸
花
の
球
根
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
球

根
は
、
梅
雨
が
明
け
た
こ
ろ
、
路

傍
や
公
園
な
ど
多
く
の
方
々
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
場
所
に
植

栽
す
る
計
画
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 わが
ま

ち

の景観
づ

く

り

インタビュー

Ｑ
離
島
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
不
便
に
感
じ

ま
す
か
？

Ａ
定
期
船
は
通
っ
て
い
ま
す
が
、
急
病
人

が
出
た
と
き
大
変
で
す
。
船
を
持
っ
て
い

な
い
人
は
、
誰
か
に
頼
ま
な
い
と
い
け
な

い
し
、
荒
天
の
と
き
は
病
院
に
い
け
ま
せ

ん
。
仕
事
も
無
い
の
で
、
若
者
が
ど
ん
ど

ん
外
へ
出
て
行
き
ま
す
。
結
婚
す
る
人
も

少
な
い
で
す
。

Ｑ
架
橋
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
ん
な

こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
獅
子
島
は
漁
業
の
方
が
多
い
の
で
、
伊

唐
島
の
よ
う
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
作
れ

た
ら
良
い
の
で
す
が
。

Ｑ
獅
子
島
架
橋
へ
の
思
い
は
？

Ａ
外
出
時
に
交
通
費
も
か
か
ら
な
い
し
、

橋
が
架
か
っ
て
く
れ
た
ら
こ
の
う
え
な
い

で
す
。

若者がどんどん少なくなっている

幣串在住

浦田　　実さん（58）
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母
良
木
集
落
の
県
道
長
島
宮
之
浦
港
線
と
同
平
尾
川
床

線
の
交
差
点
付
近
で
４
月
下
旬
、
大
き
な
藤
が
花
を
つ
け

ま
し
た
。

　

こ
の
藤
は
、
同
集
落
の
田
淵
富
男
さ
ん
宅
の
庭
に
あ
る

イ
ヌ
マ
キ
の
木
に
巻
き
つ
い
て
、
田
淵
さ
ん
宅
の
屋
根
を

遥
か
に
越
え
る
ほ
ど
大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

田
淵
さ
ん
に
よ
る
と
、
昨
年
ま
で
は
点
々
と
咲
い
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
今
年
は
見
事
に
花
を
垂
れ
下
げ
、
淡
紫

色
に
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

フ ジ （藤） は、 マ メ 科 の つ る 性 の 落 葉 木 本 で あ る フ ジ 属 の 総 称 で す。 ま た

そ の 中 の 1 種 の 種 名 で も あ り ま す。4 ～ 5 月 に 淡 紫 色 ま た は 白 色 の 花 を 房

状に垂れ下げて咲かせます。

フジ属は、 日本、 北アメリカ、 東アジアに自生し、 日本固有種としてはフ

ジ （ノダフジ） とヤマフジの 2 種があります。 このほか、中国でシナフジ、

欧米でアメリカフジなども栽培されています。

異名に 「さのかたのはな」、「むらさきぐさ」、「まつみぐさ」、「ふたきぐさ」、

「まつなぐさ」 などがあります。

[ 藤の花 ]

『
優
美
で
物
静
か
な
花
』

↓ご近所さんたちが眺めを賞賛した藤



日 月 火 水 木 金 土

２００８

お知らせカレンダー
広報ながしま６月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１ ６ ７

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０   ７/１   ７/２   ７/３   ７/４   ７/５

２ ３ ４ ５
○平尾診療所 88-2595
○福留歯科医院 62-0978

□マリン薬局米ノ津店 67-5002

□さくらんぼ薬局 68-7000

□あかせがわ調剤薬局 72-5959

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

◎ＭＲ
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎母子相談
（保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○石沢歯科医院 84-4411

□めぐみ薬局 82-5551

□フタヤ薬局 67-5253

□緑調剤薬局阿久根店 72-3388

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎機能訓練
（保健センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野病院 82-3113

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

○飯尾医院 88-5040
○はしぐち歯科クリニック 62-8241

□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 36-8800

□すくすく薬局 72-5010

□脇本調剤薬局 75-2215

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

◎ 3 歳児歯科検診
◎ 3.6 歳児健診

（保健センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●北国医院 72-0016

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

○鷹巣診療所 86-0054
○久木田歯科医院 73-0470

□トクモト薬局 62-0998

□中央薬局 73-2907

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

◎機能訓練
（保健センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 1.6 歳児健診
◎ 2・2.6 歳児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
□かしま薬局 63-3970

□エンジェル薬局 65-7637

□のぞみ薬局 73-2131

○宮薗歯科医院 73-3222

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。
祝日には、国旗を掲げましょう！

◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611


